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県庁デジタルトランスフォーメーション戦略課　　027-897-2991☎問い合わせ先

　新しい価値を生み出す次世代のクリエーテ
ィブ人材育成拠点。対象者は誰でも無料で学
ぶことができます。詳しくはホームページで！！
　　　　　火～金曜日　午後３時～８時
土・日曜日、祝日　午前10時～午後６時
　　　　月曜日
　　　　前橋市表町2-30-8 アクエル前橋２階
　　　県内在住の小・中学生、高校生
　　　　一部セミナーなどは実費
　　027-225-2215

デジタルクリエーティブ人材育成拠点

開館時間

休館日
所在地

その他
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問

ツ ク ル ン

◆◆ さらなるＤＸの加速に向け、デジタルクリエーティブ人材の育成に力を入れています ◆◆

群馬デジタルイノベーションチャレンジ

　DXの発想やデジタル技術を活
用して、地域課題の解決や新たな
価値を生むデジタル人材の育成を
目的とした「群馬デジタルイノベ
ーションチャレンジ」。その取り
組みの一環として、玉村町で地域
ICTクラブが開催されました。
　今回は、小・中学生を対象に、
全５回のプログラミング講座を行
いました。講師にシステムエンジ
ニアの山根さんをお招きし、プロ
グラミング学習ツール「スクラッ
チ」を用いて、ゲームやアプリな
どのオリジナル作品作りに挑戦し
ました。
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   （小学６年生）

　学校や家でも「スクラッチ」を学
んでいますが、この講座で音やキャ
ラクターの動きなど、ゲームの細か
な設定方法を初めて知ることができ
ました。これらの要素を取り入れて、
いろいろなゲームを作ってみんなに
遊んでもらいたいです。

　参加した子どもたちが、前回の講座内容を早速プログラ
ミングに生かしていて、その吸収の早さに驚かされました。
　子どもたちが大人になる頃には、ICTの知識や理解が
不可欠な社会になっていると思います。そうした社会で
活躍できるように、柔軟で常識にとらわれない発想を培
ってほしいです。

サンダーバード株式会社
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〈経歴〉
・昭和60年桐生市生まれ
・県立桐生高等学校卒業後、地元のシステム会社に就職
・20歳で別のシステム会社に転職し、プログラマーになる
・30歳でサンダーバード株式会社を設立

子どもたちの学習環境の充実のため、皆さまからの寄
付を受け付けています。
詳しくは「ふるさとチョイス」のホームページから!! ▼  

　伊勢崎市内の加盟店で利用できる「キ
ャッシュレス決済サービス」。スマート
フォンの専用アプリ「ch

チ ー カ
i i ca」に現金

をチャージ（入金）することで利用でき
ます。また市発行の専用カードも利用
できます。
　こうした電子地域通貨事業は、県内
の多くの市町村で取り組まれています。

　観光地の検索や、防災情報・
避難場所の確認などがスマート
フォン１つで行えます。
　割引券やプレゼントなど、こ
こだけのお得な情報も配信。必
要な情報を選んで、メッセージ
を受け取ることができます。

▼電子地域通貨「I
イ セ カ
SECA」

４年度夏のD
デ ジ
igi田甲子園

内閣総理大臣賞受賞！！

　効率的に農作業を進めるためには、ト
ラクタを直進させることが重要ですが、
その技術の習得には長い時間が必要です。
　板倉町のジャパン・ミネラル・ファー
ム株式会社では、GPSを活用した「直進
アシストトラクタ」を導入したことで、
社員誰もがトラクタを直進させることが
できるようになり、作業の効率化につな
がりました。

▼農業のデジタル化

▼嬬恋村スマートシティ

8 月からスタート！

※画像はイメージです

▼デジタル窓口

▼デジタル避難訓練

■ デジタル技術を導入する前は、どのような課題
がありましたか？
　当社は、自動車用プレス金型の設計・製作をし
ている会社です。金型は、技術者の知識や経験に
基づいて加工するため、熟練のノウハウが必要で
す。また本社から離れた工場でも業務を行ってい
るため、社員間で業務内容を共有することが困難
でした。
　そのため、特定の社員に業務が偏るなど、非効
率な状態が続いていました。
■ 課題解決のためにどのような取り組みをしましたか？
　デジタル技術を活用した熟練ノウハウの標準化や業務の自動化、業
務管理の「見える化」のためのシステ
ムを開発しました。
　まずは、業務を誰でも同じ水準で
行えるように熟練技術者の知識や経
験をデータベース化しました。次に、
業務の自動化と業務管理のデジタル
化により、どの部品がどこにあり、ど
の工程まで進んでいるかといった情報を集約できるようにしました。
このデータを納期情報と比較することで、進捗度や予定に対して遅れ
ている原因が一目で分かるようになりました。
■ 取り組みの結果、どのような成果がありましたか？
　人為的ミスを削減させ、生産性が１. ５倍以上に上昇し、案件によっ
ては納期が２分の１に短縮されました。面倒な作業が減り、時間や

心の余裕が生まれた社員が、本業
である金型加工技術の向上に一層
力を入れてくれるようになりまし
た。デジタル化により生産性が高
まることで、社員の技術力もアッ
プし、さらに生産性が上がるとい
う好循環が生まれています。

デジタル化による生産性革新

鈴木工業株式会社
代表取締役
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金型加工のデータを作成する様子

作成された加工データで金型を加工する機械

◆◆ 県内のいろいろな分野でデジタル化が進んでいます！！ ◆◆
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